
ProselfDisk 利用方法 

 
ProselfDisk を利用すると、端末室のパソコンと同様にファイルサーバーの個人領域（S ドライ

ブ）がエクスプローラーから操作できるようになります。 

また、ProselfDisk を利用する際はインターネットの接続が必要となります。 

※貸出ノートパソコンは電源を落とすと設定がクリアされてしまうため、起動するたびに設定

が必要となります。 

 
① タスクバーの  をクリックし、ProselfDisk のアイコン  で右クリックし、「設定」を選

択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 画面左下にある「追加」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 表示された「接続」タブに以下の情報を入力し、「OK」ボタンをクリックします。 

 接続名：disk1（任意の文字列） 

 サーバーのアドレス：https://prof.isc.senshu-u.ac.jp/[情報科学センターの ID] 

 ドライブレター：S:¥ 

 ユーザーID とパスワードを記録する：チェック 

 ユーザーID：情報科学センターの ID 

 パスワード：情報科学センターのパスワード 

※以下の画面はユーザーID が e309991 の場合の入力内容です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

https://prof.isc.senshu-u.ac.jp/


④ タスクバーの  をクリックし、ProselfDisk のアイコン  で右クリックし、「接続」→

「disk1（接続名）」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 接続後は端末室のパソコンと同様に S ドライブとして操作することができます。 

ただし、空き容量および合計サイズについては各ユーザーの値ではなく、ファイルサーバ

ーの値が表示されているため間違えないようにしてください。 
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